
編集後記

※バックナンバーはこちら http://www.thr.mlit.go.jp/iwate/syuttyoujyo/itinoseki/2022/2022_ichinoseki.htm

今年は異常気象で、東北の各地でも大きな被害を受けました。
これから台風シーズン、まだまだ気の抜けない日々が続きます。(く)

「遊水地」とは、洪水のときに一時的に水をためて下流に流
れる水の量を減らすためのものです。普段は水田などに利
用していて、洪水のときだけ水がたまるしくみになっていま
す。

一関遊水地は沿川地域の生命と財産を洪水から守るため、
昭和 47年に事業着手を開始しました。

一関遊水地には、①洪水調節、②市街地への水害防止、
③中小洪水の遊水地内への氾濫防止の３つの目的があり
ます。

施設面積は約1,450ﾍｸﾀｰﾙとなり、これは全国の遊水地の
中でも３番目の大きさとなります。（平成28年12月調べ）

開催日時：令和4年9月27日(火) 13:30～16:40
開催場所：一関文化センター中ホール

※駐車場に限りがあります。できる限り公共交通機関、もしくは周辺
の市営駐車場をご利用願います。

事務局：岩手河川国道事務所 調査第一課
TEL.019-624-3166 (平日 8:30～17:15受付)

9月27日(火)に一関文化センター中ホールにて「一関遊水地事業
50年の集い」を開催いたします。

事業着手から今年で50年の節目を迎えるにあたり、水害への再
認識や一関遊水地の働きを改めて知って頂く機会になります。

当日は、岩手大学名誉教授の平山氏をはじめ、6名のパネリスト
の講演のほか、災害パネル展も同会場で開催致します。

入場無料で参加できますのでぜひお越しください。

その他詳細については下記連絡先までお問合せ願います。

※聴講は無料ですが、事前申込が必要です。
また来場の際は、新型コロナウイルス感染拡大防止策にご協力
願います。
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